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決算審査意見書 

 

 

第 1 審査の概要 

 

１ 審査の対象   平成２１年度西原町水道事業会計決算 

 

２ 審 査 期 間   平成２２年７月７日～同９日（３日間） 

 

３ 審査の基本方針  

   

審査に付された水道事業会計については地方公営企業法、同施行令及び同施行規則

の規定に従い決算報告書、損益計算書、賃借対照表及び剰余金計算書（利益剰余金及

び資本剰余金）が適正に表示されているかどうか、また事業の運営に当たっては地方

公営企業法第３条の規定の趣旨に従い、常に効率的な運営と公共性の確保に留意され

ているかどうかに重点をおいて審査した。 

 

第 2 審査の結果 

 

１ 決算書表 

  決算報告書等は関係法令の諸規定に基づいて作成されており、収益及び費用の額、

資産及び負債の額、利益剰余金、資本剰余金の額は正確であり、当該水道事業の損益、

資産、負債及び資本の状況を正しく示しており、適正であると認められた。 

 

２ 事業の実績 

  

（１） 給水人口、配水量等の状況 

           

 本年度末の行政人口は３４，８８１人、給水人口は３４，８７０人でとも 

に前年度の１００．４％になっている。 

       給水世帯数は１３，０８０世帯で前年度の１０１．６％となり、給水人口の 

増加率より１．２ポイントの増加になっている。      

    なお給水１世帯当りの人口は２．６６人で前年度の９８．８％に減少している。 

   給水栓数は９，３２８件で前年度の１００．８％の伸びに止まっている。 

   配水量は４，４６５，２７６㎥で前年度より１０４．０％増加している。 
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人口、配水量等の状況表 

区 分 人口、配水量等 人数等 前年度比 

22 年 3 月現在 

22 年 3 月現在 

22 年 3 月現在 

22 年 3 月現在 

22 年 3 月現在 

21   年  度 

21   年  度 

行 政 人 口 

給 水 人 口 

給 水 世 帯 数 

給水１世帯人口 

給 水 栓 数 

配 水 量 

有 収 水 量 

３４，８８１人

３４，８７０人

１３，０８０人

２．６６件

９，３２８件

4,465,276 ㎥

4,149,749 ㎥

１００．４％ 

１００．４％ 

１０１．６％ 

 ９８．８％ 

１００．８％ 

１０４．０％ 

１０１．６％ 

 

   

（２）配水量、有収水量及び有収率の状況 

               

 配水量は４，４６５，２７６㎥で前年度より１７２，６７２㎥増加してい 

るが、有収水量は４，１４９，７４９㎥で前年度より６６，７１４㎥の増加に 

留まっている。 

   その結果有収率は９２．９３％で前年度の９５．１２％より２．１９ポイン 

トも下降している。有収率が下降した原因は、平成 21 年 9 月 10 日に西原町古波

津 390 で発生した大規模な漏水事故等によるものである。 

 

  配水量等の状況表      （単位：㎥・％） 

区分 ２１年度 ２０年度 増減量 

配水量 ４，４６５，２７６ ４，２９２，６０４  １７２，６７２ 

有収水量 ４，１４９，７４９ ４，０８３，０３５  ６６，７１４ 

有収率 ９２．９３ ９５．１２ △２．１９ポイント

 

  

  （３）用途別使用水量の状況 

 

     用途別使用水量は次のとおりになっている。 

① 家庭用 

      家庭用の使用水量は２，７７０，４９５㎥で前年度の１００．０７％に 
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増加している。 

      構成比は６６．８％で前年度６７．８％より減少している。 

 

② 営業用 

         営業用の使用水量は９１８，４３４㎥で前年度の１０４．４％に増してい 

る。 

構成比は２２．１３％で前年度２０．２４％より増加している。 

本年度は営業用の伸びが顕著である。 

 

③  団体用 

         団体用の使用水量は４０８，７４１㎥で前年度の９３．９％に減少して 

いる。 

構成比は９．８％で前年度１０．７％から減少している。 

        特に大口需要者である琉球大学の使用水量が２７８．７５８㎥で前年度 

の使用水量の９１．５％になっている。 

 

用途別使用水量表      （単位：㎥・％） 

用途別 ２１年度 構成比 ２０年度 構成比 対前年度比

家庭用 2,770,495 66.8 2,768,356 67.8 100.0 

営業用 918,434 22.1 826,292 20.2 111.1 

団
体
用 

琉球大学 

その他 

計 

278,758

129,983

408,741

6.7 

3.1 

9.8 

304,558

130,745

435,303

7.5 

3.2 

10.7 

91.5 

99.4 

93.8 

その他 52,079 1.3 53,084 1.3 ― 

合 計 4,149,749 100.0 4,083,035 100.0 101.6 

   ※ 「その他」に「営業用兼住宅」を含む。 

 

 

 

 

 

 

 



 4

 

３ 経営成績 

 

本年度の経営成績を 2 期比較損益計算書により前年度と比較すると次のとおりで

ある。配水量、有収水量の増加により営業収益は８２９，２１９千円となり、前年度

より増加している。 

  営業収益のうち水道事業の主たる収益である給水収益は８１３，１７５千円で 

前年度の７９４，０５１千円より１９，１２４千円増加している。 

  営業費用が７６０，６９７千円で前年度より３８，５５２千円増加している。 

  前年度と比較すると営業費用の増加額が営業収益の増加額を上回った結果本年度

は増収減益となっている。 

営業費用では受水費、配水及び給水費、総経費とも前年度より増加しているが、増加

した営業費用のうち主なものを掲げる。 

 

① 配水及び給水費 

委託料と修繕費が前年度より増加している。 

      委託料は２１，４０３千円で前年度（12,402,278 円）より９，００１千円増 

加している。本年度に顕著な支出は「危機管理対策マニュアル」「水道事業費用 

対効果作成」などの委託業務である。 

修繕費は予算額３９，４３６千円に対する執行残額１２，７００千円を引当金

に計上した結果に基づくものである。 

 

② 総係費 

人件費と賃借料が増加している。 

人件費は人数（９人）が増加していないので、人事異動による職員構成の変動に

よるものである。 

賃借料は使用している検針システム機器に不具合があり、期中において他社製

品に切り替えた際に支払った解約料１，９９８千円が原因である。 

 

なお営業外費用は２７，５６８千円で前年度より減少しているが、これは支払利息

が前年度より３，１２２千円減少していることによるものである。 

  この結果営業利益は６８，５２２千円で前年度より１８，５６５千円減少し、経常 

利益も４２，３３１千円で前年度より１３，１８０千円減少になっている。 

 なお純利益は４２，００３千円で前年度より１３，４０２千円減少になっている。 

 また営業利益率は８．３％と前年度より下降し、経常利益率も５．１％と前年度よ

り下降している。 
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2 期比較損益計算書 

              （単位：千円、％） 

21 年度 20 年度 対前年度増減 
科目 

金額 構成比 金額 構成比 金額 比率

営業収益 829,219 100.0 807,232 100.0 21,987 2.7

 給水収益 813,175 98.1 794,051 98.4 19,124 2.4

 受託工事収益 0 0.0 0 0.0 0 

 その他営業収益 16,044 1.9 13,181 1.6 2,863 21.7

営業費用 760,697 91.7 722,145 89.5 38,552 5.3

 受水費 456,530 55.1 438,876 54.4 17,654 4.0

 配水及び給水費 75,193 9.1 60,483 7.5 14,710 24.3

 受託工事費 0 0.0 0 0.0 0 

 総係費 107,229 12.9 98,978 12.3 8,251 8.3

 減価償却費 120,900 14.6 123,389 15.3 △2,489 △2.0

 資産減耗費 846 0.1 419 0.1 427 

 その他営業費用 0 0.0 0 0.0 0 

営業利益 68,522 8.3 85,087 10.5 △16,565 △19.5

営業外収益 1,377 0.2 974 0.1 403 

 受取利息 1,114 0.1 520 0.1 594 

 雑収益 264 0.0 454 0.1 △190 

営業外費用 27,568 3.3 30,549 3.8 △2,981 

 支払利息 27,568 3.3 30,549 3.8 △2,981 

 雑支出 0 0.0 0 0.0 0 

経常利益 42,331 5.1 55,511 6.9 △13,180 △23.7

特別利益 0 0.0 0 0.0 0 

特別損失 328 0.0 106 0.0 222 

 過年度損益修正損 328 0.0 0 0.0 328 

 その他特別損失 0 0.0 0 0.0 0 

当年度純利益 42,003 5.1 55,405 6.9 △13,402 △24.1

前年度繰越利益剰余金 0 7,787  

当年度未処分利益剰余金 42,003 63,192  
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参考 有収水量１㎥当り収益及び費用の状況表 

（単位：円） 

１㎥当り単価 ２１年度 ２０年度 増減額 

供給単価 １ １９５．９６ １９４．４８ １．４８ 

給水原価 ２ １８９．９５ １８４．３５  ５．６０ 

給水利益(1-2) ３   ６．０１  １０．１３  ４．１２ 

 

    ※ 供給単価＝給水収益÷有収水量 

    ※ 給水原価＝（経常費用－受託工事費）÷有収水量 

 

 

４ 財務分析の状況 

 

  本年度の主な財務分析結果は次のとおりになっている。 

 

①� 職員一人当りの給水人口 ・・・・・（給水人口 ÷ 職員数） 

３４，８７０人 / ９人 ＝３，８７４人/人 

給水人口は増加したが、職員は前年度と同じ人数だったため、３，８７４人（前

年度は３，８５８人）となっている。 

 

② 職員一人当たり営業収益  ・・・・・（営業収益 ÷ 職員数） 

８２９，２１９千円 / ９人 ＝ ９２，１３５千円/人 

前年度と同数の職員数で営業収益が前年度より増加した。 

 

③ 流動比率        ・・・・・（流動資産 ÷ 流動負債）× １００ 

（１，１３６，８２１千円 / ６９，７９３千円）×１００＝１６２８％ 

流動負債項目である未払金が前年度４５，５５１千円から本年度６２，４９７千

円に増加したことから、流動比率は前年度より下降している。 

  

④ 営業収支比率      ・・・・・（営業収益 ÷ 営業費用） × １００ 

   （８２９，２１９千円 / ７６０，６９７千円）×１００ ＝ １０９．０１％ 

   営業収益は前年度より増加しているが、営業費用の増加の度合いがより大きいた

め前年度（１１１．７８％）より下降している。 
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    ※受託工事は計算式から除かれるが、受託工事収益、受託工事費用ともない。 

 

⑤ 経常収支比率      ・・・・・（経常収益 ÷ 経常費用） × １００ 

 （８３０，５９６千円 / ７８８，５９３千円）×１００ ＝１０５．３７％ 

経常収益は前年度より増加しているガが、経常費用の増加の度合いがより大きい

ため、前年度（１０７．３８％）より下降している。 

  

⑥ 減価償却率 

減価償却費が増加したことにより４．８１％となっている。 

 

 

 

分析項目 ２１年度 ２０年度 

職員一人当り給水人口 ３，８７４人 ３，８５８人 

職員一人当り営業収益 ９２，１３５千円 ８９，６９２千円 

流動比率 １６２８％ １９５７％ 

営業収支比率 １０９．０１％ １１１．７８％ 

経常収支比率 １０５．３７％ １０７．３８％ 

減価償却率 ４．８１％ ４．７２％ 
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参考計表 

 

 

【表１】  給水人口等の状況 

 

年度 行政人口 給水人口 前年度比 給水世帯数 前年度比 給水一世帯人口 

１７ 34,031   34,023  100.6  12,211  101.3  2.79  

１８ 34,298   34,291  100.8  12,416  101.7  2.76  

１９ 34,662   34,650  101.0  12,680  102.1  2.73  

２０ 34,740   34,729  100.2  12,874  101.5  2.69  

２１ 34,881 34,870 100.4 13,080 101.6 2.66 

 

 

【表２】  営業収益等の状況 

                          （単位：千円・％） 

年度 営業収益 前年度比 左の内 給水収益 前年度比 供給単価(円) 給水原価(円)

１７ 814,165 100.9 802,735 100.3 195.59 196.08

１８ 801,790 98.5 790,926 98.5 194.61 192.76

１９ 818,186 102.0 798,508 101.0 194.33 192.78

２０ 807,231 98.7 794,051 99.4 194.48 184.35

２１ 829,219 102.７ 813,175 102.4 195.96 189.95
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【表３】  配水量等の状況 

                          （単位：㎥・％） 

年度 配水量 前年度比 一日平均配水量 有収水量 前年度比 有収率 

１７ 4,342,003 101.2 11,896 4,104,224 100.6 94.52

１８ 4,263,185 98.2 11,680 4,064,139 99.0 95.33

１９ 4,256,993 99.5 11,631 4,109,120 101.1 96.53

２０ 4,292,604 100.8 11,761 4,083,035 99.4 95.12

２１ 4,465,276 104.0 12,234 4,149,749 101.6 92.93

 

   ※ 有収率＝有収水量÷配水量 

 

 

 

【表４】  有収水量の用途使用状況 

                          （単位：㎥・％） 

用途 家 庭 用 営 業 用 団 体 用 臨 時 

年度 数量 前年度比 数量 前年度比 数量 前年度比 数量 

１７ 2,729,620 101.1 893,816 100.2 479,982 98.3 806

１８ 2,749,174 100.7 859,935 96.2 454,536 94.7 494

１９ 2,795,370 101.7 877,708 102.1 435,249 95.8 793

２０ 2,768,356 99.0 879.213 100.2 435,303 100.0 163

２１ 2,770,495 100.0 970,474 110.3 408,741 93.9 39

 


